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Preliminary analyses on the seasonal cycles of the large-scale atmospheric mean fields and the cyclone 
activity in Europe were performed based mainly on the NCEP/NCAR re-analysis data, at the viewpoint 
comparing with those in East Asia. 
As for the climatological monthly mean fields (1981~2010), the meridional temperature gradient in East 
Asia presents striking seasonal change with the maximum in winter and the minimum in summer.  It is 
interesting that such transition from winter to summer and that from summer to winter occur rather rapidly 
accompanied by the great temperature increase around April to June and the decrease around October to 
November, respectively, in a wide region of 40~70N.  On the other hand, the temperature gradient in 
Europe is significantly smaller with slight seasonal change than that in East Asian winter. 
By the way, in spite of the above difference of the horizontal temperature gradient between Europe and 
East Asia, the cyclone activity does not seem to be so weak even around Europe. Thus, the seasonal cycles 
of the characteristics of the cyclones and their environmental fields around Europe were examined. At the 
first step, we analyzed the daily cyclone activity in Europe for January and July of 2000. Many low pressure 
centers at the surface level appeared in both January and July. Referring also to the daily maps of sea level 
pressure and geopotential height at 500 hPa level, we found that not only the cyclones corresponding to the 
baroclinic instability waves, but also to the cold vortices which amplitudes increased with height appeared 
frequently. Moreover, it is interesting that the large-scale cold vortex, which embeds the shortwave trough 
with the low center at the surface level, appeared in the northern Europe in July as in East Asian winter, 
when such multi-scale systems sometimes bring the persisting heavy snowfall events in the Japan Sea side of 
the Japan Islands. 
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1981 年〜2010 年で平均した，850hPa 面（地上約




第 1 図 1981 年〜2010 年で平均した，850hPa における 1














するために，9 月〜11 月の各月における 850hPa での
月平均気温の分布を第 2 図に，また，9 月から 10 月，






シベリア東部では，9 月から 11 月にかけて急降温
する。日本列島付近（特に，その南半分の九州〜関東
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ら 10 月にかけて 65N 付近であったのに対し，10 月か












第 3 図 1981 年〜2010 年で平均した，850hPa における月
平均気温の変化量の分布（℃）。上図は 9 月から 10 月，下






























くことになる（第 2 図〜第 4 図）。また，ユーラシア
大陸上では，夏には，東アジア側がヨーロッパ側に比
べて解析領域のほぼ全域で高温であったのに対し，東


















温する（第 5 図，第 6 図）。なお，この急昇温域は，


















第 6 図 1981 年〜2010 年で平均した，850hPa における月
平均気温の変化量の分布（℃）。上図は 3 月から 4 月，下図







以上のように，東アジア側では，1 月から 3 月にか
けて日本列島付近の緯度を中心に平均場の南北の温
度差が大きいが，東シベリア付近での初夏頃の広域的











ンスーンの開始前後の 5 月〜6 月にかけて，幾つかの
特徴的な地域で，非断熱加熱の役割も含めて急激な気
温や循環場の季節的変化が見られることを指摘した。
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III. 夏と冬におけるヨーロッパでの低気圧活動（2000
年を例に） 














て，2000 年 1 月と 7 月を例に，どのような特徴・構
造を持つ低気圧がどの程度出現するのか解析を行っ






















 (a) 2000 年 1 月 
 
 
(b) 2000 年 7 月 
 
第 8 図 NCEP/NCAR 再解析データに基づく日々の 00UTC
における海面気圧分布図から読み取った，高気圧（○）や
低気圧（●）の中心位置の合成。(a)：2000 年 1 月，(b)：2000














の中心気圧 1000hPa 未満の低気圧， 
(B) 大陸西岸（30〜40N/20W〜10W 付近）での中心気
圧 1000hPa 以上の低気圧， 
(C) イタリアからその東方（〜40N/10E〜35E 付近）




30E 付近）での中心気圧 1000hPa 未満の低気圧， 















第 9 図 当該の低気圧に関する SLP（hPa）と Z500（gpm）の分布例。本文中の(A)の例で，2000 年 1
月 7 日 00UTC の事例。 
 
  
第 10 図 当該の低気圧に関する SLP（hPa）と Z500（gpm）の分布例。本文中の(B)
の例で，2000 年 1 月 16 日 00UTC の事例。 
 






















第 11 図 当該の低気圧に関する SLP（hPa）と Z500（gpm）の分布例。本文中の(C)の例で，
















3.3 各領域に現れた低気圧の特徴例（7 月） 
7 月について，前述の(D)，(E)に対応する例を，そ






























30 瀧川優実・垪和優一・松本健吾・加藤内藏進  
なリッジがあった。なお，2000 年の 1 月も，7 月も，
日々の SLP や Z500 のマップを見ると（図は略），半
月程度のスケールでの場の変化も大きかった。従って，
このような比較的短い時間スケールで変化する基本








第 12 図 当該の低気圧に関する SLP（hPa）と Z500（gpm）の分布例。本文中の(D)の例で，
2000 年 7 月 10〜11 日の各 00UTC の事例。 
 
  
第 13 図 当該の低気圧に関する SLP（hPa）と Z500（gpm）の分布例。(E)の例で 2000 年 7
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気温分布の季節サイクルと低気圧活動についての解
析を行った。データは主に，NCEP/NCAR 再解析デー























このような状況での shortwave trough に対応する
地上の擾乱は，小低気圧のような規模の小さいも
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